
地

球

第

十

7
懲

△
歌
川
煤
利
阿
油
川
地
形
及
地
蟹
圃
(榊
的
妨
二
十
三
隅
)

二
f.
q
:
五

千

分

7
村
山
児

叫
御
並

摘
工
省

昭
利
三
年
五
月

七
二
銭
(丸
聾
)

△
秋
印
豚
帥
宮
守
仙
川
地
形
及
地
野
川

(油
川
第
二
十
川
原
)

三
甜

分
7
村
山
児

丁
凱
炎

同
工
軒

昭
和
三
年
五
月

七
二
銀
(
九
番
)

○
都
市
榊
週

第
八
番
節
三
班

三
月

六
大
都
iE
比
錐
人
口
の
折
井
(紙
料
跳

こ

O
E
e
cn
om
ic
C
eo
log
y
一
V
To
l.
X
X
Z
V
N
o･
]
･
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･
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h
e

O
r
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o
f
t
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M
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a
g
n
e
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D

e
p
o
s
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,

(T
.

K
ato
)

O
Ze
l.1
s
c
h
r
if
f
f
u
r

V
u
17b･a
n
O
lo

gie.B
d.X
Z
,
H
f
.
4
,
N

ov1

79
2
8
1

出

e
ri
c
h

t
iibe
r

d
ie

jiin
g
s
t
e

T

削
t
i
g
k
e
it
d
e
r
K

a
m
ts
c
a
tk
a
･

V

u!iL{ane.
(
H

.
R
e
c
k
)

◎
大
日

本

地

誌
大
系

第

1
怨

御
肺
内
臓
考

7

雑
巾1F
閥

三
月

◎
C
o
m
p
a
rativ
e

V
o
cab
t)ta
r),

o
f

th
e

W
est
errt
E
sk
im
o

D
ia
ie

良
S
･

B
y

D
･

J
erLn
e
S
･
(
R
c
p
o
rt
o
f
th
e

C
a
n
a
d
ia
n

A
r
c
tic
E
x
p
e
d

ition

1
9
1
3
⊥

8
.

V
o
L
X

V
.

E
s
k
im

o

L
a
n
g
u
a
g
e

a
n
d

T

e
c
h
n
o
io
喝

.
P
a
r
t

A
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O

ttai
v
a
.
D

ec.

19
2
8
.

0
上

部

由

望

紀
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
の
サ
イ
プ
リ
ゲ
ル
に
就
4
,て

(清
水
三

郎
)
郷
藤
報

恩
骨
邸
柴
年
報
節
四

昭
利
四

年
三
月

○
地
岱

節

1
懸
節
三
雛

三
月

批
深
伴
の
長
期
格
別
に
就

い
て
(宮
部
砿
巳
)

潮
汐
の
負
荷
に
回
る
地
肌秘
の
傾
斜
超
勤
(高
柿
馳
太
郎
)

文
他
七
年
の
胡
粒
妹
凪
山
地
鰐
に
就
い
て
(
今
村
肌
怯
)

第

五

離

党

八

七

〇

地
髭

に
ニ

対
し
て
耗
粧
さ
れ
た
る
町
村
と
璃
粒
な
さ
町
村

へ今
村
明

慣
)

o
pr
o
c
ee
d
i
n
g
S

O
f
ih
e
Z
m

p
e
r
i
cd

A
c
a
d
e
ln
y
,

T
o
k
y
o
･
y
o
I
.

V.
N

o
.
1
.
J

a
T1.
192
9
.

s
o
m
e
in
t
c
r
e
s
tin
g

g
e
D
t
O
i～
ic
a
t

te
a

-ure
い
ObselVed
o
r
L

th
e

M

e
d
ia
n

lin
e

o
f
S
o
u
th
w
e
s
t
J
a

pa
n

J(呂
.M
orish
it
a

)

F
o
ssil
C
h
e
b
n
ia
n

(
～
)
eg
洞
山

fro
m

S
c,nth
M
an
c

huri
a･

(
H

.
Y

ab
e
an
d

K

.
0
2:u
k
i)

○
斜

塔

飴

租
節

丁
二

各

節

三

択

三

月

花
紙
の
や
う
な
日
本
列
偽
は
ど
う
し
て
出
水
た
?
(甘川
椅
純

こ

有
史
以
前
の
約
米
地
力
(脱
湘
山
塊
)
と
そ
の
挺
出
〔胸
水
蛾
五
郎
)

有
･虻
以
前
の
東
北
地
方
と
そ
の
蝉
.a
J(波
浪
端
次
郎
)

有
史
以
前
の
北
海
道
と
そ
の
願
出
(北
村
稔
次
郎
)

布
地
以
前
の
潮
戸
内
職
と
粥
.A;3
湖
(納
良
延
泊
)

筋
士
火
山
鞭
の
成
凶
(本
川
不
二
胡
)

九
州
島
の
成
田
と
英
雄
l巡
(鴇
非
治

平
)

琉
蛾
列
梅
の
成
因
と
そ
の
終
盤
(餓
鬼
労
こ
)

太
平
洋
に
出
没
す
る
肘
筋
島
フ
ア
ル
n
シ
の
不
恩
硫
(波
速
千
里
)

報

魔

量

書

rllO‡
▲
ヱーーエ甘

0
揚

子

江

の

三

角

洲

上
海
大
串
の
G
を

･グ

レ
ク
セ

-
博
士

が
支
那
難
詰
で
上
栂
四
辻
の
地
質
私
地
べ
た

る

肝に
AIi
る
-
P

楊
子
江

の
孤
拙
す
る
浮
脚
土
砂
の
畳
は
常
L
-
多
蕊
で
あ
る
｡
揚
子
江
寄
点
食



蓋
:<
輔
托
内
川
局
の
多
年
の
減
刑
に
t･i
る
と
其
の
曳
1‡
大
約

1
倍
年
に

四
倍
噸
で
打
る
が
=
れ
Li
は
河
底
に
準
っ
て
粕
拙
す
る
物
料
及
河
水
に

静
脈
ぜ
る
物
群
は
含
ま
れ
て
厨
な
い
.
黙
し
ミ
ス
ツ
タ
ピ
ー
河

の
場
食

に
於
け
る
浮
脚
土
砂
と
上
記
の
物
封
と
の
割
合
私
此

･こ
も

宛
恢
め
る
と

前
記
り
虫
に
な
は
二
億
噸
み
加
ふ
べ
き
で
あ
る
｡

如
し
現
時
の
負
柑
虫

で
兆
去
に
於
げ
ろ
川
の
鮮
カ
の
大
き
な
計
る
こ
と
は
出
水
ぬ
｡
･
'れ
代

脚
数
及
経
て
森
林
の
完
威
さ
れ
る
以
前
.1
代
願
田
の
侵
蝕
ほ
よ
り
迎
紋

で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
｡
堆
緋
の
行
代
る
1
と
共
に
三
角
洲
は
多
分
沈

降
し
た
と
E心
へ
る
O
侶

め
に
非
戸
か
判
っ
た

拍
兆
に
ょ
る
と
堆
新
暦
の

厚
r,
ほ
平
均
千
呪
以
上
に
比
す
る
｡
蛾
稗
地
域
ほ
約
二
鵜
五
千
分
雌
に

及
ぶ
故
三
角
洲
の
全
額
幾
代
少
-
と

A
rg
千
立
方
哩
に
な
る
.
稚
拙
の

迎
カ
が
骨
に

f
株
で
あ
っ
Li
と
す
れ
ば
=
り
稚
拙
に
は
六
%･q:坤
か
ゝ
つ

た
こ
と
に
な
る
が
餌
際
に
は
も
つ
と
永
-
か
･,
つ
た
邸
で
､
非
の
政

利

の
抑
桃
は
節
三
紀
坤
に
あ
っ
i1
か
も
知
れ
な
い

｡
税
聖

二
内
側
の
揖

(

払
出
す
る
,
lと
六
十
年
に
約

2
幌
で
あ
る
と
計
非
ru
れ
Llが
､
こ
れ
に

は
河
底
に
準

っ
て
時
流
す
る
佃
慣
及
沈
降
の
鮮
覗
か
考

へ
に
入
れ
て
居

な
い
の
で
あ
る
｡
平
均
Jr..･i
三
角
洲
岬
に
は
此
庖
経
由
に
孤
鼓
し
た
丘
陵

が
あ
っ
て
､
申
出

代
の
火
成
野
1こ
よ
っ
て
淑
か
れ
た
青
虫
厨
の
=･k
軌
か

ら
主
に
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
0
舟
山
列
鵜
の
丘
陵
も
跡
同
L
J親
軌
か
､h
成

洩
っ
て
併
～･.O
三
内
洲
的
枇
物
の
下
底
に
は
丘
陵
及
渓
谷
ね
和
す
る
過

去
の
地

形
が
あ
る
=
と
げ
明
か
で
あ
る
｡
ク
レ
リ
セ
-
博
士
は
上
泊
地

牙
の
此
の
渦
翁
の
地
出
払
桝
に
せ
ん
と
し
て
居
ろ
｡

(G
e
o
orL
ou
rn･

に
擦
る
)靴

報

o
仁
科
三
瑚
及
田
光
五
色
沼
の
泥
畠
中
の
鋳
物

川中
阿
取
舵
地
盤
の
雌

雄
ぜ
ら
れ
Li表
地
の
湖
水
の
泥
土
に
就
き
'
検

鎧
す
る
槻
骨
祖
柑
た
Q｡
泥
土
の
中
に
は
餓
佃
の
盈
少
-

T
%
.1こ
も
満
た

ず
且
つ
大
粒

の

も
の

払

見
出
す
に
困
雛
で
あ
る
故
､
泥
土

私詫
舵
に
よ

り
多
少
榊
放
し
て
此
収
的
大
粒
の
-
の
み
含
め
る
泥
土
か
槍
鍍
IJ
Li
O

泥
土
に
非
･;i1
質
有
色
で
純
潔
料
の
身
敗
の
泣
僻
み
変

へ
て
居
る
0
銀
物

は
各
湖
に
t･i
リ
多
少
の
州
蓮
は
あ
る
が
'
大
小
不
同
､
形
も
秤
々
の
砕

け
秋
波
籾
多
-
F
長
石
'輝
石
.
紋
氾
石
'
殿
質
gS
'
石
英
等
で
あ
る
0

長
市
は
火
粒
の
も
の
で
は
'
卦
仰
ぜ
る
部
分
多
-
､
偽
か
に
放
逸
部
で

耽
別
せ
ら
れ
る
も
の
も
め
れ
ば
'
ま
た
細
粒
な
れ
ど
J
納
め
て
新
鮮
な

る
労
糊
片
J
見

ら
れ
る
｡
輝
石
は
分
附
せ
る
部
介
あ

る
も
長
石
の
如
-

ほ
背
L
-
な
Y
､
小
粒
な
れ
ど
-
枇
批
抑
瓜
か
な
す
も

の
に
は
約
両
の

見
ら
れ
る
-
の
-
少
-
な
い
.
照
虫
伸
ば
非
数
少
-
､
紋
氾
茄
は
仙
放

物
の
分
桝
生
成
物
と
し
て
不
規
則
な
る
塊
状
み
な
し
て
ゐ
る
｡
石
炎
は

五
色
絹
の
-
の
に
殊
に
多
-
見
出
さ
れ
る
O
他
の
湖
底
に
は
稀
で
あ
る

以
下
各

湖
に
準

き
多
免
の
-品

AIJ
り
旧
次
に
列
轟
し
て
見
れ
ば

T
.
大
崎
糊
二
八
氷
床
(

炎
色
細
粒
蛇
土
)

頗
下
Li淡
糊
色
相
に
黒
色
の
非
晶
質
物
.7倍
含
む
o

故

璃

〇
､
八
粍
以
下

長

石

〇
㌧
三
粍
以
下
'
斜
長
石
'
ア
ル
カ
-
長
石

(瀬
棚

角
小
爪t
新
率
仮
し
)

輝

石

〇
､
五
粍
以
下

放
泡
石

O
t
八
粍
以
下

宍

九

七

1



地

琉

節
十

-
怨

凝
張
付

〇
.
七
粍
以
下

二
､
中
細
湖

丁
二
楽
焼
(郷
袖
淡
色
細
粒
泡
土
)

放
下
に
淡
批
淡
色
の
非
払
質
物
蹄
に
鴇
色
の
-
の
み
交
ふ
｡

故

籾

L
p
O
相
似
下

長

石

t
.

凹
粍
以
下
'
斜
長
石
'
ア
ル
カ
-
長
石
､

(
伸
め
て
新
鮮
な
る
も
の
み
安

へ
ア
〝
カ
リ
長
石
私

多
-
含
む
J
J
と
解

T
な
り
)

抑

ポ

C
へ
凹
兆
以
下

紋

弛
石

二
､
0
粍
以
下

有

炎

1
'

三
粍
以
下

部
会
湖

〇
､
凹
粍
以
下

三
､
帝
大
湖
五
六
米
成
(
次
色
榊
粒
泥
土
)

銀
下
に
絞
出=jJ
純
色
の
非
晶
質
物
'1
鼎
也
の
も
の
か
変
ふ
o

波

璃

T
.
二
粕
以
下

長

石

〇
､
七
郎
以
下
､
斜
長
石
､
ア
ル

カ
-
長
石
O

紙
泥
石

1.
0
粍
以
下

輝

石

○
'

五
粍
以
下

石

TLJ#

1.
叫
粍
以
下

四
､
五
色
撃

二
米
紙

(砕
純
米
色
鰍
粒
の
氾
土
に
O
p
五
郎
以
下
の

祭
-;
山村
粒
私
焚
ふ
)

(銀
下
に
決
袖
発
色
の
非
==
質
物
に
韻
色
の
も
の
み
祝
す
)

故

堺

○
'
七
粍
以
下

輝

石

〇
､
五
粍
以
下

石

英

Tr
O
粍
以
下

長

石

二
t
O
粍
以
下
､
斜
長
石

へ
如
め
て
綿
に
ア
ル
カ
-

第
五
故

紙
鞄
石

荒

○

長
石
布
地
や
)

O

t
六
粍
以
下

七
二

安
川
紫
粘

五
､

五
色

弱
五
米
蟻
(特
柏
栄
色
細
粒
泥
土
)

(鑑
下

に

淡
杓
也
の
非
EE
質
物
に
灘
也
の
も
の
み
交
ふ
)

戯

功

〇
､

長

石

〇
､

共

石

〇
.

放
抱
石

O
t

期
増
価

〇
､

安
山
岩
粒

四
､

〇
世

界

の
綿

花

七
粍
以
下

五
和
以
下
'
斜
長
石

二
粍
以
下

正
純
以
下

五
兆
以
下

○
粍
以
下

(
君
蹴
)

t
九
二
六
年
虚
栄
柵
に
末
骨
材
の
収
入
あ
り
･.

究め
に
市
僻
の
下
搭
背
し
か
り
L
が
､
そ
の
盈

t
千
九
宵
十
三
硯
五
千

俵
に
し
て

(
T
俵
五
官
財
政
)
職
前

i
千
七
甘
都
債
の
レ
コ
ー
ド
も
破

り
た
る
也
､
釣
る
に

f
九
二
七
坤
に
は

1
千
三
宵
七
十
二
転

三
千
億
に

し
て

T
九
二
〇
年
氷
な
さ
,貧
弱
な
る
牧
超
と
な
れ
リ
､
J
,れ
兜
に
相
場

の
下
落
し
た

る
給
水
な
り
と
す
O
脚

丁
九
二
七
-
八
年
度
放
鼎
市
場
出

現
荷
は
沸

締

丁
四
'
三
七
三
'

0
0
0
億

印

度

四
､
四
七
五
'

0
0
0
位

墳

及

T
J
二
〇
〇
､

0
0
0
使

舟

計

二
三
'
七
九
八
'

0
0
0
倍

こ
れ
は
前
年
庇
の
二
七
'
八
二
二
､
0
0
C
俵
よ
り
も
暫
し
を
減
少
な



り
'
近
昨
秋
洲
綿
凶
は
夫
々
臼
己
の
桃
民
地
に
柵
花
の
栽
･相
私
施
す
に

i,]
リ
､
神
々
収
碓
将
加
わ
り
､
英
糾
印
鑑
以
外
の
地
に
t･J
は
三
凹
七
p

九
五
六
位

か
距
L
特

に
ス
ー

ダ
ン
の
十
二
m
七

千
俵
'
ウ
ガ
ン
ダ
の
十

三
祇
五
千
偶
在
新
明
な
り
と
す
べ
-
､
俳
領
に
-
八
'
八
五
七
噸
､
由

餌

コ
ソ
ゴ
ー
に
も

Lf
雪

0
0
0
棚
私
産
ぜ
リ
t
か
-
て

7
九
二
七
年

庇
の
.I
-ヒ

非
柑
脚
数
拓
は
二
千
五
耳
Ci/俵
に
し
て
'
収
艇
に
超
過
せ
き

l

と
甘
二
十
鵜
俵
に
上
れ
リ
.

7
九
二
八
咋
七
旦

丁字

7
日
現
在
の
繰
越

市

は

7
0
､

7
二

f
'

1
八
7
位
な
り
と
い
ふ
｡

令
-f
鼎

の紛
糾
錦
独
和
の
ぶ
れ
ば
光
の
如
し
｡

問
と
す
｡

0

中

等

轟
校
地
理
科
設
備
品
費
低
標
準
轟
(
〓
)

乙

通

論

之

部

(結
き
)

随

界
地
理
之
部

(
7
)

梯

本

ィ
.
地
質
時
代
チ
代
表
ス

ル

岩
石
軸

(
岩

石

赦
別
表
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蜘
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梓
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熱
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滞
ち
る
.
商
品
と
し
て
有
用
な
の
は
､79
帝
で
あ
る
"

こ
の
称
の
兜
蹴
,1
つ
-
排
の
片
鱗
は
よ
く
脈
絡
す
る
が
'
こ
の
部
分
は

蜜
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あ
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d
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茸
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.
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